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は じめ に  研 究 動 機 と考 察 の 対 象

筆 者 が サ ー フ ィ ンや サ ー フ ァ ー に 関 す る 卒 業 論 文 を 書 こ う と思 つ

た 動 機 は 、 単 純 に 自身 が 今 年 初 め て サ ー フ ィ ン を経 験 した か らで あ

る。 サ ー フ ィ ン を趣 味 とす る友 人 の 影 響 で か ね て か らサ ー フ ィ ン に

は 興 味 が あ り、念 願 叶 つ て 今 年 サ ー フ ィ ン に 挑 戦 す る こ とが 出 来 た も

そ して サ ー フ ィ ン の 大 変 さや 難 し さ 、 何 よ り楽 し さ を 身 を も つ て 体

験 した わ け だ が 、 も ち ろ ん そ れ だ け で は 卒 業 論 文 、 ま して や 社 会 科

学 の 研 究 に は な ら な い 。 サ ー フ ィ ン や サ ー フ ァー を 卒 業 論 文 の テ ー

マ に す る 大 き な き っ か け は 、 サ ー フ ィ ン に 向 か う車 中 の 友 人 の 言 葉

で あ つ た 。友 人 は 「サ ー フ ァ ー は ガ ラ が 悪 い 」「サ ー フ ァー は 頭 が 悪

い 」「サ ー フ ァ ー は 土 方 が 多 い 」な ど、そ ん な 言 葉 を 言 つ て い た 。 こ

れ は あ く ま で 友 人 の 個 人 的 な 意 見 で あ る が 、 ふ と考 え る と確 か に 学

生 の 私 も サ ー フ ァ ー に 対 して そ ん な イ メ ー ジ を少 な か らず 持 つ て い

る よ うに感 じた 。 私 や 友 人 だ け で な く、 一 般 的 に 見 て もサ ー フ ァー

に 対 す る イ メ ー ジ は い く らか 固 定 観 念 が あ る よ うに も思 う。「か つ こ

い い 」「異 性 に モ テ そ う」「 自 由 人 」「ナ ン パ な 感 じが す る J「 ガ ラ が

悪 い 」 な ど様 々 な イ メ ー ジ が 付 き ま と う。 趣 味 が サ ー フ ィ ン の 有 名

人 も多 くい る。 あ ら ゆ る ス ポ ー ツ の 中 で こ こ ま で 容 易 に イ メ ー ジ が

浮 か ぶ ス ポ ー ツ も珍 しい よ うに感 じた 。 そ して 私 の な か で 疑 間 が 浮

か ん だ 。「本 当 に サ ー フ ァ ー は 頭 が 悪 い の か 」「本 当 に サ ー フ ァー は

土 方 が 多 い の か 」 と。

そ して も うひ とつ 気 に な っ た 友 人 の 言 葉 が あ る。「ロ ー カ ル は 見 た

らす ぐ に わ か る 」「俺 ら ビ ジ タ ー は 。・ 0」 ロー カ ル 、 ビ ジ タ ー 、 聞

き慣 れ な い 言 葉 で あ っ た の で 友 人 に 意 味 を 聞 い た 。 簡 単 に 言 う と、

ロー カ ル は 地 元 の サ ー フ ァー で あ り、 ロー カ ル は 都 市 圏 か ら車 で 何

時 間 も か け て サ ー フ ィ ン ス ポ ッ トに 行 くサ ー フ ァー だ と言 う。

ま た 私 の な か で 疑 間 が 浮 か ん だ 。「ロー カ ル と ビ ジ タ ー で は 何 か 違

い が あ る の だ ろ うか 」「ロー カ ル や ビ ジ タ ー に は 何 か 特 性 が あ る の だ

ろ うか 」 と。

つ ま り本 論 で の 考 察 の 対 象 は 「ロー カ ル サ ー フ ァ ー 」 と 「 ビ ジ タ

ー サ ー フ ァー 」 で あ る。

そ して 近 年 種 子 島 へ の サ ー フ ィ ン移 住 が 増 加 して い る とい う事 実

か ら 「種 子 島 の 移 住 サ ー フ ァ ー 」 を も う一 つ 対 象 と して 加 え る こ と

に す る。そ して 本 論 で は 「ロー カ ル サ ー フ ァ ー 」「ビ ジ タ ー サ ー フ ァ

ー 」「種 子 島 へ の 移 住 サ ー フ ァー 」の 三 者 を 調 査 、比 較 し、三 者 の 諸

特 徴 や 相 違 点 を 見 つ け る こ と を 目的 とす る。

本 論 は サ ー フ ァ ー とい う特 定 の ス ポ ー ツ を 楽 しむ 人 々 を 対 象 とす

る も の で あ り、 サ ー フ ィ ン を しな い 人 々 に は い く らか わ か りに くい

部 分 が あ る と思 うの で 、 次 章 で は サ ー フ ァー や サ ー フ ィ ン に 関 す る



先 行 研 究 、 基 本 情 報 に つ い て 言 及 す る こ と に す る。

第 1章  サ ー フ ィ ン 、サ ー フ ァ ー に 関 す る 先 行 研 究 お よ び 基 本 情
報

第 1節 で は 、『 日本 の お け る サ ー フ ィ ン の 受 容 過 程 』 (小 長 谷 悠 紀
2005)、 第 3節 で は 、『 種 子 島 の サ ー フ ァー 移 住 :自 然 の 発 見 と新 た
な 人 間 的 結 合 の 創 出 』 (内 藤 考 至  2004)の 論 文 の 一 部 を 抜 粋 、 要
約 して 記 述 す る。

第 1節  日本 に お け る サ ー フ ィ ン の 受 容 過 程
今 日ま で の 国 内 に お け る サ ー フ ィ ン の 受 容 過 程 は 、 3期 に 時 期 区
分 され る。 国 内 で の 受 容 過 程 が 顕 在 化 しだ した 1960年 代 初 頭 か

ら、 関 連 産 業 や 活 動 手 本 が 出 揃 う 1970代 半 ば ま で を 「第 I期 :

輪 郭 形 成 期 」 と呼 ぶ 。 1961,2年 頃 、湘 南 の 大 磯・ 鵠 沼 0辻 堂 、

外 房 の 勝 浦 ・ 鳴 川 、 伊 豆 の 白浜 等 で 今 日現 存 す る も の も含 め て 幾 つ

か の サ ー フ ィ ン・ク ラ ブ が 創 られ 出 し、コ ン テ ス ト等 も催 し始 め た 。

これ らの 先 駆 地 に つ い て は 、 米 軍 基 地 との 近 接 性 以 外 で も 、 古 くか

らの 海 岸 別 荘 地 ・ 行 楽 地 で 、 地 域 の 交 流 人 口 も多 く海 の 遊 び が 浸 透

して い た こ とが 共 通 す る。 ま た 、 これ と は 別 に 、 鶴 岡 市 湯 野 浜 付 近

で は 、 太 平 洋 航 路 の 船 員 に よ リボ ー トが 輸 入 され 、 や は り早 期 に サ

ー フ ィ ン が 始 ま つ た 。

同 じ頃 、 ハ ワイ ロ ケ の 映 画 で サ ー フ ィ ン を 披 露 した 加 山 雄 三 が 、

私 生 活 で も 自作 した ボ ー トを 用 い て 茅 ヶ 崎 の 海 岸 で 波 の 乗 り、 ス ポ

ー ツ 紙 に 報 じ られ た 。 輸 入 ボ ー トは 希 少 ・ 高 価 だ っ た の も あ り、 加

山 も含 め 湘 南 の 初 期 の 活 動 者 は 比 較 的 裕 福 な 家 の 者 が 多 か っ た と聞

か れ る。

1964年 夏 、 湘 南 海 岸 に 局 地 的 に サ ー フ ァー は 急 増 した 。 これ

に は 、 当 時 の 映 画 や 音 楽 の 影 響 が 考 え られ る ほ か 、 当 時 の 若 者 の 海

外 志 向 を 促 進 した とみ られ る人 気 の 男 性 誌『 平 凡 パ ン チ 』 が 、 夏 に

先 立 ち 「サ ー フ ィ ン の 夏 だ !ウ エ ス トコー ス トの サ ー フ ァ ー ズ 」 と

巻 頭 写 真 グ ラ ビ ア に 5ペ ー ジ割 い て い た こ と も 関 係 して い る。 ま た
1965年 お わ り に は 日本 サ ー フ ィ ン 連 盟 が 発 足 され た (小 長 谷

2005)。

サ ー フ ィ ン 関 連 業 を 見 る と 、 1968年 頃 か ら 丸 井 な ど の 百 貨 店

や 総 合 ス ポ ー ツ 用 品 店 な ど が サ ー フ ィ ン 市 場 に 乗 り 出 し て い る 。

1971年 に は 国 内 著 作 の 単 行 本 と して は 最 初 の サ ー フ ィ ン入 門

書 が 刊 行 され 、 1976年 に は 国 内 初 の 専 門 誌『 サ ー フ ィ ン ワー ル

ド』 が 創 刊 され た 。

こ の よ うに 、 今 日に も共 通 す る サ ー フ ィ ン 関 連 商 品 の 多 く、 お よ

び 未 経 験 者 に もす ぐそ れ と判 る 「活 動 の 手 本 」 は 、 60年 代 か ら 1
970年 代 半 ば ま で の 間 に 出 揃 い 、 こ の 時 期 に サ ー フ ィ ン の 大 衆 化



舞 台 が 構 築 され た 。

「第 I期 :輪 郭 形 成 期 」 の 段 階 を 経 て 「第 Ⅱ期 :大 衆 化 期 」 に 移
行 す る。こ の 時 期 の 前 半 は 1970年 代 後 半 に あ た り、「サ ー フ ィ ン

フ ァ ッ シ ョン が 今 年 の 流 行 」「急 速 な サ ー フ ィ ン・ ル ッ ク の 流 行 」な

ど、 多 くの 雑 誌 や 新 間 に 取 り上 げ られ て い る。 サ ー フ ィ ン ブ ー ム の

起 爆 剤 と して 知 られ る『 POPEYE』 は 1976年 に 創 刊 され た 。

サ ー フ ィ ン は 1979年 夏 に は 「ブ ー ム 爆 発 」「今 を と き め く Jな ど
と表 現 され 、 テ レ ビ CMで は ハ ワ イ の サ ー フ ァー が 波 の パ イ プ を く
ぐ り、 大 学 で は サ ー フ ィ ン サ ー クル が 華 や か な 存 在 と して 認 知 され

た 。 米 国 の サ ー フ ィ ン ブ ー ム は 西 海 岸 の 高 校 生 に 始 ま っ た が 、 日本

で は 大 学 生 に火 が つ い た の で あ る。

ま た サ ー フ ァー 風 な 装 い や 飲 食 店 が も て は や され 、 誇 ら しげ に ボ

ー トを積 む ワ ゴ ン 車 が 目立 っ た 。 1978年 頃 か ら六 本 木 や 新 宿 等

の 繁 華 街 に は 、 旧 来 の デ ィ ス コ と色 を違 え た 「サ ー フ ァー ・ デ ィ ス

コ 」が 出 現 し、「サ ー フ ァー 」 は 「盛 り場 フ ァ ッ シ ョ ン 」 と して の 印

象 も強 め た 。 こ う した 店 で は 、 金 曜 日の 夜 に 遊 ん だ そ の 足 で 湘 南 や

千 葉 の 海 岸 に繰 り出 す の が 定 式 化 し、 ま た 「湘 南 在 住 サ ー フ ァ ー 」

と言 え ば 、 女 性 に も て る とい う意 味 通 りの 良 い 「ブ ラ ン ド」 に な つ

た 。

と こ ろ が 、 1980年 頃 の な る と 「サ ー フ ィ ン を す る こ とが 新 し

い 」、あ る い は 「大 勢 が サ ー フ ィ ン を しに 行 く」 とい つ た こ との ニ ュ

ー ス ・ バ リュ ー が 失 わ れ 、 マ ス コ ミの 関 連 記 事 は 事 故 、 事 件 、 批 判

の 声 な どの 記 事 に 傾 倒 して い く。「ゴ ー バ ッ ク 。サ ー フ ァー 運 動 」が

生 じた 二 重 県 浜 島 町 を は じめ 、 適 地 海 岸 を 有 し、 と りわ け 「観 光 公

害 」 とそ れ ま で 縁 の な か っ た 地 区 で 「サ ー フ ィ ン公 害 」 が 問 題 化 し

た こ と、 大 麻 所 持 逮 捕 者 が サ ー フ ァ ー 仲 間 で あ つ た 事 件 、 サ ー フ ァ

ー の 海 難 な どで あ る。 マ ス メ デ ィ ア を介 して 社 会 の 大 多 数 が 受 け 取

り得 る サ ー フ ァー の 印 象 は 変 わ っ た と見 な され る。

「第 Ⅱ期 :大 衆 化 期 」 の 後 半 は 1980年 代 に あ た る。 1982
年 の 一 般 雑 誌 で の サ ー フ ィ ン記 事 は 、 前 年 の 半 数 以 下 で あ つ た 。 サ

ー フ ァー ・ デ ィ ス コ に 代 表 され た デ ィ ス コ人 口 も 1982年 690
万 人 で ピー ク を 向 か え 、 1983年 か ら は 減 少 に 転 じた 。 80年 代
半 ば に 向 か つ て 、 日本 の サ ー フ ィ ン と 「そ れ 風 の も の 」 は 、 明 らか

に フ ァ ッ シ ョ ン性 を 喪 失 した 。 しか し、 流 行 の 後 期 追 随 者 が 追 い つ

い て く る の は 、 そ の よ うに して 先 進 性 が 薄 れ て しま つ た 頃 で あ る。

1981年 7月 、都 内 と湘 南 を結 ぶ 路 線 を 持 つ て い た 小 田急 電 鉄 が 、

利 用 者 の 要 望 に 応 え 、 サ ー フ・ ボ ー ドの 車 内 持 込 を み と め た 。 こ の

後、海岸が褥い鵠沼評岸駆など|1事 蕉情存ない蔚梓牛なギ?有 午サ
アフアーの資が目華つようになつた。また、革,79午 までの日本
サァフィ

ン
琴誓911嬰 タアイ9可 存暴僣尋尋郡辱暴|1準 ぎ

ないが、



1986年 で は 42都 道 府 県 とな っ て い る。 日本 の サ ー フ ィ ン が 全
国 的 な 伝 播 、 大 衆 化 を 遂 げ た の は 、 フ ァ ッ シ ョン性 、 話 題 性 を減 じ

て しば ら く経 っ た 、1980年 代 半 ば とみ な され る (小 長 谷 2005)。

な お 、 後 期 追 随 者 の 活 動 参 加 に 先 立 つ 前 期 多 数 採 用 者 層 の 参 加 以

降 、 同 時 進 行 す る も うひ とつ の 側 面 と して 、 活 動 主 体 で あ る サ ー フ

ァ ー の な か で の 分 節 化 とそ の 主 張 の 声 が 高 ま っ た こ と を 挙 げ て お き

た い 。例 え ば 、「こ ち らは 地 元 で あ る Jと い つ た ロー カ リズ ム の 話 題
が 日立 っ て き た の は 、 1980年 代 に入 つ て で あ る。 ま た 、 こ の 頃

か ら主 に 東 南 ア ジ ア な どの 海 外 で サ ー フ ィ ン を す る者 も現 れ て き た 。

こ こ ま で で サ ー フ ィ ン は 全 国 伝 播 、 大 衆 化 を 終 え る。 そ して 19
90年 代 以 降 は 「第 Ⅲ 期 :ポ ス ト大 衆 化 」 に は い る。 大 学 サ ァ クル
の サ ー フ ィ ン は 80年 代 に 比 べ 衰 退 した が 、 これ は フ ァ ッ シ ョ ン性
の 喪 失 に 関 係 が あ ろ う。 た だ 、 年 齢 が や や 高 め の 世 代 で 、 90年 代
初 頭 か ら ま た ロ ン グ ボ ー ドを 用 い る者 が 現 れ た 。

自治 体 ・ 地 域 社 会 で は 、 主 に 「地 元 の サ ー フ ァー 」 に 対 す る 再 評

価 が 進 ん だ 。これ は 、家 族 で の サ ー フ ィ ン が 珍 し く な く な っ た こ と、

幼 少 時 か らサ ー フ ィ ン に 親 しん だ 者 に 牽 引 され て 若 年 層 を 中 心 に 技

能 重 視 志 向 が 増 加 した こ と、 ま た 、 地 元 サ ー フ ァー 等 が 中 心 で 行 う

海 岸 清 掃 も活 発 化 して い る こ とな ど と関 係 が あ ろ う。 地 域 社 会 の 目

に 映 る サ ー フ ィ ン は 、 か つ て の 時 に 悪 評 を も伴 っ た 遊 び か ら子 供 も

行 う健 全 な ス ポ ー ツ と 目 され る よ うに な っ て き た 。 ま た 、 サ ー フ ィ

ン の 普 及 の 当 初 は 国 内 に お け る在 留 米 国 人 との 異 文 化 交 流 で あ つ た

が 、 昨 今 は 異 文 化 交 流 の 手 段 と して もサ ー フ ィ ン に 注 目が 集 ま つ て

い る。

こ の よ うに 日本 に お け る サ ー フ ィ ン の 受 容 過 程 は 、 国 内 で の 受 容

進 行 が 顕 在 化 しだ した 1960年 代 初 頭 か ら、 関 連 産 業 や 活 動 手 本

が 出 揃 う 1970年 代 半 ば ま で が 「第 I期 :輪 郭 形 成 期 」 と して あ

り、 こ の 段 階 を 経 て 「第 Ⅱ期 :大 衆 化 期 」 に 移 行 した 。 1977年
に 若 者 雑 誌 に 主 導 され た フ ァ ッ シ ョ ン性 の 創 出 を 契 機 に ブ ー ム が 生

じ、 こ の 後 、 1980年 代 を 通 じて 、 も は や フ ァ ッ シ ョン性 が 劣 化

した な か で 、 経 済 的 あ る い は 地 理 的 に 活 動 環 境 が 劣 位 な 参 加 者 も 内

包 に い た る 「大 衆 化 Jが 達 成 され た 。「第 Ⅲ 期 」 は 、「ポ ス ト大 衆 化 」
とい う意 味 か ら 1990年 以 降 が 位 置 づ け られ た (小 長 谷 2005)。

第 2節  ロ ー カ ル サ ー フ ァ ー と ビ ジ タ ー サ ー フ ァ ー に つ い て
残 念 な が ら サ ー フ ァ ー に 関 す る 先 行 研 究 は 極 め て 少 な い 。 ま た

そ の 研 究 は 単 な る 実 態 調 査 に 留 ま っ て い る も の が 多 い 。 そ の 理 由

と し て は そ の 研 究 や 調 査 が 観 光 に 関 す る も の や 過 疎 化 問 題 に 対

す る も の で あ る こ と が 考 え られ る 。 社 会 科 学 の 見 地 か らサ ー フ ィ

ン や サ ー フ ァ ー を 提 え た 文 献 は ほ と ん ど 見 当 た ら な か つ た 。 した



が っ て 「 ロ ー カ ル 」 と 「 ビ ジ タ ー 」 を 明 確 に 示 す 既 存 の 定 義 が 存

在 し な い 。 そ の た め 本 論 で は 一 般 的 に サ ー フ ァ ー の 人 々 が 思 う

「 ロ ー カ ル 」 と 「 ビ ジ タ ー 」 の イ メ ー ジ を そ の 定 義 の 根 本 に した

い 。 ま ず 「 ロ ー カ ル サ ー フ ァ ー 」 は 文 字 通 り「地 元 の サ ー フ ァ ー 」

で あ り、 特 定 の サ ー フ 0ス ポ ッ トの 周 辺 に 住 ん で い る 。 つ ま り特
定 の サ ー フ ・ ス ポ ッ トま で の 交 通 距 離 は 非 常 に 近 い こ と に な る 。

逆 に 「 ビ ジ タ ー サ ー フ ァ ー 」 は 「訪 問 者 の サ ー フ ァ ー 」 で あ る 。

ビ ジ タ ー サ ー フ ァ ー は 主 に 都 市 圏 に 在 住 し、 サ ー フ・ ス ポ ッ トま

で の 交 通 距 離 は 遠 い 。 こ の サ ー フ・ ス ポ ッ トま で の 所 要 時 間 の 違

い は「 ロ ー カ ル 」と「 ビ ジ タ ー 」と を 定 義 す る 大 き な 要 素 で あ り、

多 く の サ ー フ ァ ー は こ の サ ー フ ・ ス ポ ッ トま で の 所 要 時 間 の 違 い

で 「 ロ ー カ ル 」 と 「 ビ ジ タ ー Jと を 区 別 して い る こ と が 多 い よ う
だ 。

しか し所 要 時 間 だ け が 「 ロ ー カ ル 」 と 「 ビ ジ タ ー 」 と を 区 別 す

る 要 因 な の だ ろ うか 。 サ ー フ ァ ー 自 身 が 自分 が 両 者 の ど ち ら だ と

感 じて い る か も 重 要 に な つ て く る 。 ま た そ の サ ー フ ・ ス ポ ッ トで

海 岸 清 掃 を し て い る の か 、 そ の サ ー フ ・ ス ポ ッ トで の サ ー フ ァ ー

仲 間 の 数 、 週 何 回 そ の サ ー フ ・ ス ポ ッ トに 顔 を 出 し て い る の か 、

な ど 「 ロ ー カ ル Jと 「 ビ ジ タ ー 」 を 定 義 す る ほ か の 要 因 も あ る か
も しれ な い 。 や は り 「 ロ ー カ ル 」 と 「 ビ ジ タ ー 」 を 明 確 に 定 義 す

る こ と は 難 しい 。 そ こ で 本 論 で は 、 調 査 対 象 と な る サ ー フ ァ ー に

対 して 配 布 す る ア ン ケ ー トに 「 こ の サ ー フ・ ス ポ ッ トで 自 分 は ロ

ー カ ル と ビ ジ タ ー ど ち ら だ と思 うか 」「 こ の サ ー フ ・ ス ポ ッ トで

の 海 岸 清 掃 の 経 験 は あ る か 」 や 、 サ ー フ ァ ー 仲 間 の 数 、 週 何 回 サ

ー フ ィ ン に 行 く か な ど の 質 問 項 目 を 設 け る こ と に した 。

先 行 研 究 が な く 、 既 存 の 「 ロ ー カ ル 」 と 「 ビ ジ タ ー 」 の 明 確 な

定 義 が 存 在 し な い 。 ま た 両 者 を 区 別 す る 可 能 性 が あ る 要 因 も い く

ら か あ る た め 、 本 論 で は サ ー フ ァ ー 自身 の 判 断 を 優 先 す る こ と に

す る 。 つ ま リサ ー フ ァ ー 自身 が こ の サ ー フ 0ス ポ ッ トで 「 ロ ー カ
ル 」 と思 うか 「 ビ ジ タ ー 」 と思 うか を 定 義 に す る 。

第 3節  種 子 島 の 移 住 サ ー フ ァ ー に つ い て
種 子 島 は 、 西 之 表 市 、 中 種 子 町 、 南 種 子 町 の 一 市 二 町 か らな る。

西 之 表 市 は 鹿 児 島 県 の 南 方 115キ ロ メ ー トル に位 置 す る。 種 子 島

は 、 歴 史 的 に は 鉄 砲 の 伝 来 で 、 最 近 で は 南 種 子 町 の 宇 宙 セ ン タ ー が

有 名 で あ る。産 業 と して は 第 一 次 産 業 が 中 心 で 、サ トウ キ ビ、甘 藷 、

た ば こ 、 米 な どが 主 要 作 物 で あ る。 周 囲 が 海 で 囲 ま れ て お り漁 業 も

盛 ん で 、 イ セ エ ビ な ど も獲 れ る。 そ して そ の 種 子 島 に 10年 ほ ど前
か ら若 者 の サ ー フ ィ ン移 住 が 急 速 に 増 加 して い る (内 藤 2004)。 そ

の 数 は 定 か で は な い が 300人 く らい い る の で は な い か と言 わ れ て



い る。 彼 らは 種 子 島 の 波 を 求 め て 移 住 して く る。 離 島 へ の 流 入 現 象

と して 都 市 就 業 者 の 農 業 へ の 新 規 参 入 や 農 家 の 後 継 ぎ の Uタ ー ン現
象 な どが あ る が 、 彼 ら は 仕 事 で は な く、 生 き が い (趣 味 )を 求 め て
の 移 住 で あ る 点 で 特 異 で あ る。 種 子 島 の 移 住 サ ー フ ァ ー の 大 き な 特

徴 と して 年 齢 的 に は 20代 か ら 30代 が 圧 倒 的 に 多 い 。 そ して 出 身
地 は 全 国 各 地 に ま た が つ て い る が 、 特 に そ の 多 くが 関 西 、 関 東 の 大

都 市 圏 か ら の 移 住 が 多 い 。 ま た 移 住 年 数 は 10年 以 上 の 永 住 目的 の
人 々 も い る が 、 そ の 多 く は 数 年 間 の 一 時 的 移 住 者 で あ る (内 藤

2004)。

第 2章 ロー カ ル サ ー フ ァー 、 ビ ジ タ ー サ ー フ ァー 、種 子 島

の 移 住 サ ー フ ァ ー の 特 性

第 1節  仮 説
前 章 で サ ー フ ィ ン 、 サ ー フ ァー に 関 す る 先 行 研 究 お よ び 基 本 情 報

を 述 べ て き た 。 そ の 中 身 は 日本 に お け る サ ー フ ィ ン の 受 容 過 程 と、

本 論 で 調 査 、 研 究 の 対 象 と な る ロー カ ル サ ー フ ァー 、 ビ ジ タ ー サ ー

フ ァー 、 種 子 島 の 移 住 サ ー フ ァ ー に つ い て で あ る。

序 章 で 述 べ た よ うに サ ー フ ァ ー は「ガ ラ が 悪 い 」「頭 が 悪 い 」「土

方 が 多 い 」 とい う よ うな イ メ ー ジ が 少 な か らず 付 き ま と う。 そ の こ

とか ら今 回 の 調 査 で は 「学 歴 」 と 「職 業 」 の 二 つ が 大 き な 要 素 に な

る と考 え る。 ま た こ の よ うな サ ー フ ァー の イ メ ー ジ は 、 日本 の サ ー

フ ァー の な か で 大 部 分 を 占 め る ビ ジ タ ー サ ー フ ァー の イ メ ー ジ で あ

る よ うに 感 じた 。 そ の 根 拠 と して 、 ま ず 当 然 日本 の サ ー フ ァー の な

か で 大 部 分 占 め る た め 、ビ ジ タ ー サ ー フ ァー が ロー カ ル サ ー フ ァー 、

種 子 島 の 移 住 サ ー フ ァー に 比 べ 、 世 間 の サ ー フ ァー の イ メ ー ジ 形 成

に 大 き な 影 響 を 与 え て い る こ とで あ る。 ま た ビ ジ タ ー サ ー フ ァー は

サ ー フ ィ ン をす る た め に都 市 圏 か ら何 時 間 も か け海 に 出 か け る。 都

市 圏 に 住 む サ ー フ ァー が サ ー フ ィ ン を し よ う と思 う と ま ず 何 よ り車

が い る。 サ ー フ ボ ー ドを 持 っ て 電 車 移 動 は 困 難 で あ る。 金 銭 的 に も

高 速 代 や ガ ソ リ ン 代 、 そ の ほ か に も サ ー フ ボ ー ドや ウ ェ ッ トス ー ツ

な ど、サ ー フ ィ ン を す る とな る とそ れ な りの お 金 が か か る。つ ま り、

早 い 時 期 か ら社 会 に 出 て 働 い て い る 人 々 の ほ うが 大 学 生 な ど に 比 ベ

金 銭 的 に 余 裕 が あ り、 車 を 所 持 して い る 可 能 性 も 高 い た め 、 サ ー フ

ィ ン を 始 め や す い 環 境 に あ る とい え る。 つ ま リ ビ ジ タ ー サ ー フ ァー

は 中 卒 や 高 卒 な どの 「低 学 歴 」 に な る 可 能 性 が あ る。 そ の 結 果 、 建

設 業 や サ ー ビ ス 業 な どの 職 業 が 多 く な る 可 能 性 が 高 い と考 え られ る。

で は 、 ロー カ ル サ ー フ ァ ー は ど うだ ろ うか 。 ロー カ ル サ ー フ ァー

は サ ー フ ィ ン ス ポ ッ トの 近 く に 住 ん で い る た め 、 明 らか に ビ ジ タ ー

サ ー フ ァー に 比 べ 金 銭 が か か らな い 。 ま た 車 を所 持 して い な くて も



距 離 的 に 問 題 の な い ケ ー ス も あ る。 こ の 点 で は ロー カ ル サ ー フ ァー

に は 「低 学 歴 」 に な る 要 因 は 見 当 た らな い 。 職 業 の 面 で は 、 そ の サ

ー フ ィ ン ス ポ ッ トが 都 市 部 か ら どれ く らい 離 れ て い る か 、 元 々 サ ー

フ ィ ン ス ポ ッ トの 近 く に 住 ん で い た の か 、 そ れ と も移 住 して き た の

か な どで 大 き く違 っ て く る た め 、 い ち が い に は 言 え な い 。 しか し少

な く と も ビ ジ タ ー サ ー フ ァ ー と比 べ 多 様 な 職 業 の 人 々 が い る 可 能 性

が 高 い 。

こ の よ うに 今 回 の 調 査 で は 、 ビ ジ タ ー サ ー フ ァー と ロー カ ル サ ー

フ ァー の 相 違 点 は 「学 歴 」 と 「職 業 」 で あ る と仮 説 を 立 て る こ とに

す る。

種 子 島 の 移 住 サ ー フ ァー は 第 1章 の 第 3節 で も述 べ た よ うに 、 関
西 や 関 東 の 大 都 市 圏 か らの 移 住 が 多 い た め 、 い わ ば 元 ビ ジ タ ー サ ー

フ ァー が 多 い とい え る。 そ の た め 諸 特 徴 も ビ ジ タ ー サ ー フ ァー に 近

い も の に な る と考 え られ る。 しか し、 ビ ジ タ ー サ ー フ ァー の 一 部 だ

け が 種 子 島 に 移 住 す る の は な ぜ な の か 。 そ の ま ま 都 市 圏 に 残 リサ ー

フ ィ ン を 楽 しむ ビ ジ タ ー サ ー フ ァ ー と波 を 求 め て 種 子 島 に 移 住 す る

サ ー フ ァー との 間 に も何 らか の 相 違 点 が あ る の か 。 今 回 の 調 査 で そ

の 相 違 点 も発 見 で き れ ば と思 う。

第 2節  調 査
1。 調 査 方 法

サ ー フ ィ ンや サ ー フ ァ ー に 関 す る 質 問 票 を 作 成 し、 各 サ ー フ ィ ン

ス ポ ッ トに 来 て い る サ ー フ ァー の 方 々 に 回 答 して も ら う。 質 問 票 は

20個 の 質 問 で 構 成 され て い る。
ま た 、 今 回 の 質 問 票 は『 種 子 島 の 移 住 サ ー フ ァー :自 然 の 発 見 と

新 た な 人 間 的 結 合 の 創 出 』 (内 藤 考 至  2004)で 調 査 の 際 に 使 用 さ
れ た 質 問 の い くつ か を使 い 、 そ れ に 加 え て 筆 者 自身 で 設 け た 質 問 を

付 け加 え て い る。

質 問 の 内 容 は 、 サ ー フ ィ ンや サ ー フ ァ ー に 関 す る項 目 と、 サ ー フ

ァ ー の 年 齢 、 性 別 、 出 身 、 家 族 構 成 、 学 歴 、 仕 事 に 関 す る項 目で 構

成 され て い る。 サ ー フ ィ ンや サ ー フ ァー に 関 す る項 目 は 、 サ ー フ ィ

ン を 始 め た 時 期 や き つ か け 、 サ ー フ ィ ン 友 達 の 数 や そ の 関 係 性 、 サ

ー フ ィ ン を す る 回 数 や 、 そ の サ ー フ ィ ン ス ポ ッ トで の ロー カ ル と ビ

ジ タ ー に つ い て 、 な どで あ る。

巻 末 資 料 に 質 問 票 を 記 載 す る こ と に す る。

2.調 査 場 所
今 回 の 調 査 の 目的 は 、ビ ジ タ ー サ ー フ ァ ー 、ロ ー カ ル サ ー フ ァ ー 、

種 子 島 の 移 住 サ ー フ ァー の 三 者 の 比 較 で あ る。 しか し全 国 に サ ー フ

ィ ン ス ポ ッ トは 数 多 く存 在 し、 す べ て の サ ー フ ィ ン ス ポ ッ トで 調 査



す る こ と は 困 難 で あ る 。 そ の た め 今 回 は 日本 海 側 、 太 平 洋 側 、 種 子

島 の 二 つ に 分 け て 調 査 し た 。 日本 海 側 は 福 井 県 の 鳥 居 浜 、 太 平 洋 側

は 和 歌 山 県 の 磯 ノ 浦 海 水 浴 場 、 鹿 児 島 県 種 子 島 の 鉄 浜 (か ね は ま )

で あ る 。

3。 調 査 対 象

以 下 は 各 ス ポ ッ トに 来 て い る サ ー フ ァ ー の 方 々 に 回 答 し て も ら つ

た 日付 と 人 数 で あ る 。

2006年 11月 14日 (火 ):日 本 海 側 鳥 居 浜  19人
12月 22日 (金 ):太 平 洋 側 磯 ノ 浦 海 水 浴 場  30人
12月 26日 (火 ):種 子 島 鉄 浜  11人

⌒     2007年  1月  5日 (金 ):種 子 島 鉄 浜  12人

第 3章  調 査 結 果

第 1節  地 域 別
以 下 は 日本 海 側 (鳥 居 浜 )19人 、 太 平 洋 側 (磯 ノ浦 海 水 浴 場 )

30人 、 種 子 島 (鉄 浜 )は 12月 26日 と 1月 5日 の 二 日間 の 合 計
人 数 で あ る 23人 の サ ー フ ァ ー の 方 々 の 回 答 結 果 で あ る。

Ql サーフィンを始 めたのはいつですか。
パ ー セント 日 本 海 太 平 洋 種 子 島

有 効  中 学 生

高 校 生

大 学 生

社 会 に出 て

から

合 計

0.0

21.1

10.5

68.4

100.0

3.3

20.0

10.0

66.7

100.0

0,0

26.1

0.0

73.9

100.0

Q2 サーフィンを始 めたきっかけは何 ですか。
パ ー セント 日 本 海 太 平 洋 種 子 島

有 効  兄 弟 や親 に誘 わ

れて

友 人

サークル

サーフィンを見 て

その他

合 計

10.5

73.7

0.0

5.3

10.5

100.0

3.3

50.0

0.0

6.7

40.0

100.0

0.0

65.2

0.0

0.0

34.8

100.0



Q3 サーフィン友 達 は何 人 いますか。

パ ー セント 日 本 海 太 平 洋 種 子 島

有 効  1～ 5人

6～ 10人

11～ 20

人

21～ 30

人

31～ 40

人

41人 以

上

合 計

42.1

15.8

15.8

5.3

10.5

10.5

100.0

46.7

6.7

26.7

10.0

3.3

100。 0

13.0

0.0

26.1

26.1

34.8

0.0

100.0

Q5 海 岸 の清 掃 などのサーフィンに関 する社 会 活 動 はしていますか。

パ ー セント 日 本 海 太 平 洋 種 子 島

有 効  週 1回 以 上

月 2～ 3回 程

度

月 1回 程 度

年 5～ 9回 程

度

年 1～ 4回 程

度

活 動 経 験 は

ない

合 計

5,3

0.0

5.3

21.1

26.3

42.1

100.0

20.0

16.7

10.0

13.3

10

30

100

０

　

　

　

０

　

　

０

60.9

39.1

0.0

0.0

0.0

0.0

100.0

Q6 春 から夏 にかけて、サーフィンにはどのくらい行 きますか。

有 効  ほ ぼ 毎 日

週 3回 くら

い

週 1回 くら

い

月 2回 くら

い

月 1回 くら

パ ーセント



い

その 他

合 計

Q7 秋 から冬 にか けて、サーフィンにはどのくらい行 きますか 。

パ ー セント 日 本 海 太 平 洋 種 子 島

有 効  ほ ぼ毎 日

週 3回 くら

い

週 1回 くら

い

月 2回 くら

い

月 1回 くら

い

その 他

合 計

0.0

5.3

36

36

10.5

10.5

100.0

10.0

6,7

20.0

23.3

16.7

23.3

100.0

65.2

34.8

0.0

0.0

0.0

0.0

100.0

Q8 自 宅 から、このサーフィンスポットまでの所 要 時 間 はどれくらいですか。

パ ー セント 日 本 海 太 平 洋 種 子 島

有 効  30分 以

内

30分 ～

1時 間

1～ 2時

間

2～ 3時

間

3時 間

以 上

合 計

0.0

0.0

78

0.0

100.0

13.3

6.7

50.0

26.7

3,3

100.0

69.6

30.4

0.0

0。 0

0.0

100.0

Q9 このサーフィンスポットは日―カルとビジター、どちらが多いと思 いますか。
パ ー セント 日 本 海 太 平 洋 種 子 島

有 効  ローカル

ビジター

どちらともいえな

い

合 計

0.0

68.4

31.6

100.0

0.0

20.0

80.0

100.0

100.0

0.0

0.0

100。 0
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Q10 このサーフィンスポットで、あなたはローカルとビジターのどちらだと思 いますか。
パ ー セント 日 本 海 太 平 洋 種 子 島

有 効  ローカルだと思

つ

どちらかといえ

ばローカルだと

思 う

どちらかといえ

ばビジターだと

思 う

ビジターだと思

う

合 計

0.0

0.0

10.5

89.5

100.0

16.7

6.7

16.7

60.0

100.0

100.0

0.0

0.0

0.0

100.0

Qll このサーフィンスポットで、日―カルとビジターとの間 に温 度 差 を感 じますか。
パ ーセント 日 本 海 太 平 洋 種 子 島

有 効  とても感 じる
少 し感 じる

あまり感 じな

い

全 く感 じない

合 計

0。 0

5.3

42.1

52.6

100.0

0.0

20.0

63.3

16.7

100.0

65.2

17.4

17.4

0.0

100.0

Q13年 齢

パ ー セント 日 本 海 太 平 洋 種 子 島

有 効  20代

30代

40代

50代 以

上

合 計

47.4

42.1

5.3

5.3

100.0

46.7

40.0

10,0

3.3

100.0

73.9

26″ 1

0.0

0.0

100.0

Q14性 別

パ ー セント 日 本 海 太 平 洋 種 子 島

有 効  男

女

合 計

84.2

15.8

100。 0

76.7

23.3

100.0

78.3

21.7

100.0



Q15出 身 (都 道 府 県 名 )

|~~~~~~~~~一
― ― ― ―

雨
~~~~丁

藤蕨覇下下
~~¬

|■ 兵庫

日和歌山

口鹿児島

■京都

回広島

■富山

田静岡

■二重

|■奈良
ln‐ 181

|口香り:|

|                                                     
ビ
=■
三
===2■
__」        |

種子島

1国

一 人 暮 らし

夫 婦

親 と同 居

三 世 代 (親・夫

婦 口子 )

核 家 族 (自 分 が

親 で、子 供 と住 ん

5.3

15.8

42.1

0.0

10.5

33a3

10.0

33.3

0。 0

23.3

65.2

0.0

0.0

0.0

13.3

|口京都

|口神奈川

|■
埼玉

1晏 ]貫

Q17家 族 構 成

パ ー セント
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でいる )

その 他

合 計

26.3

100.0

0.0

100.0

2117

100.0

Q18 あなたが一 番 最 後 に出 た (中 退 も含 む )学 校 はどこですか。学 生 の方 は、在 学
中 の学 校 を教 えて下 さい。

パ ー セント 日 本 海 太 平 洋 種 子 島

有 効  中 学

高 校

専 門 学 校

短 大

大 学・大

学 院

合 計

5.3

36.8

21.1

5.3

100.0

0.0

60.0

13.3

3.3

23.3

100。 0

8.7

73.9

13.0

0。 0

4.3

100.0

Q19 あなたの現 在 の仕 事 形 態 を教 えてください。

パ ー セント 日 本 海 太 平 洋 種 子 島

有 効  正 社 員

契 約 社 員・パー

ト・アルバイト・フ

リーター

学 生

無 職

自 営

合 計

52.6

0.0

10.5

15.8

100.0

53.3

26

3.3

6.7

10.0

100.0

65.2

0。 0

0.0

13,1

100.0

Q20 あなたのお仕 事 は何 ですか 。

パ ー セント

農 業

漁 業

工 業

建 設 業

サービス

業

商 業

公 務 員

団 体 職

員

5.3

0.0

26.3

15.8

15.8

010

0.0

0.0

0.0

0,0

16.7

16.7

16.7

6.7

3.3

0.0

8.7

8.7

8.7

0,0

39.1

8,7

0.0

0.0

13



自 営 業

学 生

無 職

その他

合 計

5,3

0。 0

5.3

26.3

100.0

10.0

3.3

6.7

20.0

100.0

13.0

0.0

0.0

13.0

100.0

第 2節  カ テ ゴ リー 別
カ テ ゴ リー 別 の 調 査 で は 、 ロー カ ル と ビ ジ タ ー を 区 別 す る既 存 の

定 義 が な い た め 、 前 節 の 調 査 結 果 を も と に サ ー フ ァー 自身 が ロー カ

ル だ と思 うか 、 ビ ジ タ ー だ と思 うか を そ の 二 つ を 分 類 す る 定 義 とす

る。 ま た 前 節 の 地 域 別 の 調 査 結 果 を 見 る と、 今 回 調 査 した す べ て の

種 子 島 の サ ー フ ァ ー が 「 ロー カ ル だ と思 う」 と回 答 して い る こ とが

わ か る が 、 カ テ ゴ リー 別 の 調 査 で は 種 子 島 の サ ー フ ァ ー は 「ロー カ

ル 」で は な く、「種 子 島 の 移 住 サ ー フ ァー 」の カ テ ゴ リー に 分 類 す る

こ と に す る。 こ の 「種 子 島 の 移 住 サ ー フ ァー 」 とい うカ テ ゴ リー を

設 け る 際 問 題 に な つ て く る の は 、 種 子 島 の サ ー フ ァー は す べ て 「移

住 」 して き た サ ー フ ァー な の か 、 とい う こ とで あ る。 種 子 島 の す べ

て の サ ー フ ァー が 移 住 サ ー フ ァ ー な の か は 定 か で は な い が 、 前 節 の

地 域 別 の 調 査 結 果 の 「質 問 15.出 身 」 の グ ラ フ を 見 る と、 今 回 調
査 した 種 子 島 の サ ー フ ァ ー は す べ て 鹿 児 島 県 (種 子 島 )出 身 で は な
か っ た 。

こ の 前 節 の 調 査 結 果 か らカ テ ゴ リー 別 の 調 査 で は 、 今 回 調 査 した

種 子 島 (鉄 浜 )の サ ー フ ァ ー 23人 す べ て が 「移 住 サ ー フ ァ ー 」 で
あ る と定 義 す る。

また、カ テ ゴ リー 別 の 調 査 の 対 象 は 、 三 者 の サ ン プ ル の 数 を 近 づ

け る た め 、 前 節 の 地 域 別 の 調 査 結 果 で 、 ビ ジ タ ー サ ー フ ァー の み で

あ つ た 日本 海 側 (鳥 居 浜 )の サ ー フ ァー 19人 を 除 く こ と に す る。
太 平 洋 側 の 30人 の サ ー フ ァ ー の うち 、 ビ ジ タ ー サ ー フ ァー は 2
3人 、 ロー カ ル サ ー フ ァー は 7人 で あ つ た 。 種 子 島 の 移 住 サ ー フ ァ
ー は 23人 で あ つ た 。
調 査 対 象 :ビ ジ タ ー サ ー フ ァー   :23人

ロー カ ル サ ー フ ァ ー   :7人
種 子 島 の 移 住 サ ー フ ァ ー :23人

以 下 は そ の 調 査 結 果 で あ る。

Ql サーフィンを始 めたのはいつですか。
パ ーセント ビジター ローカル 種 子 島

有 効  中 学 生 0.0 14.3 0.0

14



Q3 サーフィン友 達 は何 人 いますか .
パ ー セント ビジター ロー カル 種 子 島

有 効  1～ 5人

6～ 10人

11～ 20

人

21～ 30

人

31～ 40

人

41人 以

上

合 計

47.8

0.0

8,7

34.8

8.7

0.0

100.0

42.9

0.0

0.0

42.9

0.0

14.3

100.0

13.0

0。 0

26.1

26.1

34.8

0.0

100.0

Q5 海 岸 の清 掃 などのサーフィンに関 する社 会 活 動 はしていますか。

高 校 生

大 学 生

社 会 に出 て

から

合 計

週 1回 以 上

月 2～ 3回 程

度

月 1回 程 度

年 5～ 9回 程

度

年 1～ 4回 程

13.3

8.7

78.3

13.0

17.4

13.0

17.4

4.3

42.9

14.3

28.6

100。 0

26.1

0.0

73.9

100。 0

60.9

39。 1

0.0

0.0

0.0

42.9

14.3

0.0

0.0

28.6

15

Q2 サーフィンを始 めたきっかけは何 ですか。
パ ー セント ビジター ローカル 種 子 島

有 効  兄 弟 や親 に誘 わ

れて

友 人

サークル

サーフィンを見 て

その他

合 計

0.0

47.8

0,0

8.7

0.0

100.0

14.3

57.1

0.0

0.0

28.6

100.0

0.0

65.2

0.0

0.0

34.8

100.0

パ ーセント



度

活 動 経 験 は

ない

合 計

0.0

100。 0

Q6 春 か ら夏 にか けて、サーフィンにはどのくらい行 きますか。

パ ーセント ビジター ローカル 種 子 島

有 効  ほ ぼ 毎 日

週 3回 くら

い

週 1回 くら

い

月 2回 くら

い

月 1回 くら

い

その 他

合 計

0.0

8。 7

26

17.4

21,7

26.1

100。 0

57.1

14.3

14.3

0.0

0.0

14.3

100.0

78.3

21.3

0.0

0.0

0.0

0.0

100。 0

Q7 秋 から冬 にかけて、サーフィンにはどのくらい行 きますか。
パ ー セント ビジター ローカル 種 子 島

有 効  ほ ぼ 毎 日

週 3回 くら

い

週 1回 くら

い

月 2回 くら

い

月 1回 くら

い

その 他

合 計

0,0

0.0

30.4

21.7

26.1

100.0

42.9

28.6

14.3

0.0

0。 0

14.3

100.0

65.2

34.8

0.0

0.0

0.0

0.0

100.0

Q8 自 宅 から、このサーフィンスポットまでの所 要 時 間 はどれくらいですか。

パ ー セント ビジター ローカル 種 子 島

有 効  30分 以

内

30分 ～

1時 間

0.0

0.0

57.1

28.6

69.6

30.4

16



1～ 2時

間

2～ 3時

間

3時 間

以 上

合 計

60.9

3438

4.3

100.0

14.3

0.0

0。 0

100.0

0.0

0.0

0.0

100.0

Q9 このサーフィンスポットはローカルとビジター、どちらが多いと思 いますか。
パ ー セント ビジター ロー カル 種 子 島

有 効  ローカル

ビジター

どちらともいえな

い

合 計

0.0

17.4

82.6

100.0

0.0

28.6

71.4

100.0

100.0

0.0

0.0

100.0

Qll このサーフィンスポットで、日―カルとビジターとの間 に温 度 差 を感 じますか。
パ ー セント ビジター ローカル 種 子 島

有 効  とても感 じる
少 し感 じる

あまり感 じな

い

全 く感 じない

合 計

0.0

17.4

69.6

13,0

100.0

0.0

28.6

42.9

28.6

100.0

65.2

17.4

17.4

0.0

100.0

Q13年 齢

パ ー セント ビジター ローカル 種 子 島

有 効  20代

30代

40代

50代 以

上

合 計

47.8

39.1

8.7

4.3

100.0

42.9

42.9

14.3

0.0

100.0

73.9

26.1

0.0

0.0

100.0

Q14性 別

パ ー セント ビジター ロー カル 種 子 島

有 効  男

女

69.6

30.4

100。 0

0.0

78.3

21.7

17



1 合計 l mol■ 9Ю I・ 9・ |

Q17家 族 構 成

パ ー セント ビジター 目―カル 種 子 島

有 効  一 人 暮 らし

夫 婦

親 と同 居

三 世 代 (親・夫

婦・子 )

核 家 族 (自 分 が

親 で、子 供 と住 ん

でいる )

その他

合 計

26.1

13.0

34.8

0.0

26

0.0

100.0

57.1

0.0

28.6

14.3

0.0

100.0

65.2

0.0

0.0

0.0

13.3

21.7

100.0

Q18 あなたが一 番 最 後 に出 た (中 退 も含 む )学 校 はどこですか。学 生 の方 は、在 学

中 の学 校 を教 えて下 さい。

パ ー セント ビジター ローカル 種 子 島

有 効  中 学

高 校

専 門 学 校

短 大

大 学・大

学 院

合 計

0.0

65.2

13.0

4.3

17.4

100.0

0,0

42.9

14,3

0.0

42.9

100.0

8,7

73.9

13.0

0.0

4.3

100.0

Q20 あなたのお仕 事 は何 ですか 。

パ ー セント ビジター ローカル 種 子 島

Q19 あなたの現 在 の仕 事 形 態 を教 えてください。

パ ー セント ビジター ロー カル 種 子 島

有 効  正 社 員

契 約 社 員・パー

ト・アルバイト・フ

リーター

学 生

無 職

自 営

合 計

56.5

30.4

0.0

8.7

4.3

100.0

42.9

14.3

14.3

0.0

28.6

100.0

65.2

0.0

0.0

13,1

100.0
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有 効  農 業

漁 業

工 業

建 設 業

サービス

業

商 業

公 務 員

団 体 職

員

自 営 業

学 生

無 職

その他

合 計

0.0

0.0

13.3

21.7

8.7

0.0

0.0

4.3

0.0

8.7

21.7

100.0

0.0

0.0

28.6

0.0

0。 0

0.0

14.3

0.0

28.6

14.3

0.0

14.3

100.0

8.7

8.7

8.7

0,0

39 1

8.7

0.0

0.0

13.0

0.0

0,0

13.0

100.0

第 4章  考 察

第 1節  地 域 別
ま ず 、 日本 海 側 (鳥 居 浜 )と 太 平 洋 側 (磯 ノ浦 海 水 浴 場 )の サ ー
フ ァー を 比 較 して み る と、 多 くの 質 問 の 回 答 結 果 に 違 い は 見 られ な

か っ た 。 そ の 要 因 と して 考 え られ る こ と は ビ ジ タ ー サ ー フ ァ ー と ロ

ー カ ル サ ー フ ァー の 割 合 で あ る。 太 平 洋 側 (磯 ノ浦 海 水 浴 場 )で は
「ビ ジ タ ー だ と思 う」と答 え た 人 が 30人 中 18人 、「ど ち らか とい
え ば ビ ジ タ ー だ と思 う」 と答 え た 人 が 30人 中 5人 で 、 両 者 を あ わ
せ る と 30人 中 23人 とな り、 ビ ジ タ ー サ ー フ ァ ー は 全 体 の 8割 近
く を 占 め て い る。 日本 海 側 で は 今 回 調 査 した 19人 は 「 ど ち らか と
い え ば ビ ジ タ ー だ と思 う」「ビ ジ タ ー だ と思 う」の い ず れ か を 選 択 し、

19人 す べ て が ビ ジ タ ー サ ー フ ァ ー で あ つ た 。 こ の よ うに 二 つ の サ
ー フ ィ ン ス ポ ッ トは ど ち ら も圧 倒 的 に ビ ジ タ ー サ ー フ ァー が 多 か っ

た 。 波 は 季 節 や そ の 日の 天 候 に よ つ て 変 化 す る た め 、 多 く の ビ ジ タ

ー サ ー フ ァー は 季 節 や そ の 日の 波 の 状 況 に よ つ て サ ー フ ィ ン を す る

ポ イ ン トを 変 え る。 そ の た め ビ ジ タ ー サ ー フ ァ ー は 日本 海 側 に も太

平 洋 側 に もサ ー フ ィ ン を しに 行 く。

つ ま り、 そ の 時 々 に よ リ ビ ジ タ ∵ サ ー フ ァ ー は 「 日本 海 側 」 の ビ

ジ タ ー サ ー フ ァ ー に な つ た り、「太 平 洋 側 」の ビ ジ タ ー サ ー フ ァ ー に

な っ た りす る。 日本 海 側 と太 平 洋 側 の サ ー フ ァ ー との 間 に 相 違 点 が

見 られ な か つ た の は 、 こ の よ うに 流 動 的 に ポ イ ン トを 変 え る ビ ジ タ

ー サ ー フ ァー を 多 数 含 ん だ た め だ と考 え られ る。

19



ま た 、 日本 海 側 (鳥 居 浜 )の サ ー フ ァ ー の 話 に よ る と、 今 回 調 査
した 鳥 居 浜 とい うサ ー フ ィ ン ス ポ ッ トは も と も と ロー カ ル サ ー フ ァ

ー は 少 な い とい う こ とだ っ た 。 同 じ 日本 海 側 で も ロー カ ル サ ー フ ァ

ー が 多 く集 ま る ス ポ ッ トや ビ ジ タ ー サ ー フ ァ ー が 多 い ス ポ ッ トな ど、

場 所 場 所 に よ つ て 違 い が あ る とい う こ とが わ か つ た 。

日本 海 側 (鳥 居 浜 )と 太 平 洋 側 (磯 ノ浦 海 水 浴 場 )の サ ー フ ァー
の 回 答 に 違 い が 見 られ な か っ た の に 対 して 、 種 子 島 (鉄 浜 )の サ ー
フ ァ ー に は 大 き な 違 い が あ っ た 。 日本 海 側 、 太 平 洋 側 の 両 者 は と も

に ビ ジ タ ー サ ー フ ァー が 圧 倒 的 に 多 か っ た の に た い して 、 種 子 島 の

サ ー フ ァ ァ は 23人 中 23人 が 「ロー カ ル だ と思 う」 を 回 答 して い
る。 ほ か の 2ヶ 所 の サ ー フ アー と種 子 島 の サ ー フ ァ ー の 回 答 の 違 い

は こ の 意 識 の 違 い に よ つ て 引 き 起 こ され て い る と考 え られ る。 種 子

島 の サ ー フ ァー は 「質 問 6。 春 か ら夏 に か け て 、 サ ー フ ィ ン に は ど

の く らい 行 き ま す か 。」で は 、ほ ぼ 毎 日 :65。 2%、 週 3回 く らい :

21。 7%と 回 答 して い る。 一 方 日本 海 側 で は 、 ほ ぼ 毎 日 :0%、
週 3回 く らい :15。 8%、 太 平 洋 側 で は 、ほ ぼ 毎 日 :13.3%、
週 3回 く らい :10%に と どま っ て い る。 同 じ よ うに 「質 問 7。 秋

か ら冬 に か け て 、サ ー フ ィ ン に は ど の く らい 行 き ま す か :」 で は 、種

子 島 の サ ー フ ァ ー は ほ ぼ 毎 日 :65。 2%、 週 3回 く らい :34。
8%と 回 答 して い る の に た い して 、日本 海 側 で は 、ほ ぼ 毎 日 :0%、
週 3回 く らい :5.3%、 太 平 洋 側 で は 、 ほ ぼ 毎 日 :10%、 週 3

回 く らい :6。 7%に と ど ま つ て い る。
ま た 「質 問 8。 自宅 か ら、 こ の サ ー フ ィ ン ス ポ ッ トま で の 所 要 時

間 は どれ く らい で す か 。」で は 、種 子 島 の サ ー フ ァ ー は 30分 以 内 :

69.6%、 30分 ～ 1時 間 :30。 4%で あ る の に 対 して 、 日本
海 側 は 30分 以 内 、30分 ～ 1時 間 は 0%、 太 平 洋 側 は 30分 以 内 :

13。 3%、 30分 ～ 1時 間 :6。 7%で あ っ た 。
こ の よ うに 種 子 島 の サ ー フ ァー の 多 く は 自分 を ロー カ ル サ ー フ ァ

ー と感 じて い る。 そ して サ ー フ ィ ン ス ポ ッ トの 近 く に 住 み 、 1週 間
の うち 多 くの 日サ ー フ ィ ン を す る こ とが わ か つ た 。 日本 海 側 、 太 平

洋 側 と種 子 島 の サ ー フ ァ ー の 間 に こ の よ うな 違 い が 出 る の は 、 も ち

ろ ん 種 子 島 の サ ー フ ァ ー が サ ー フ ィ ン を す る た め 種 子 島 に 移 住 して

き て い る か らで あ る。

サ ー フ ィ ン が した くて 種 子 島 に移 住 す る 、 つ ま り 「ロー カ ル 」 に

な る。 そ して 好 き な サ ー フ ィ ン を 毎 日す る。 サ ー フ ィ ン ス ポ ッ トの

近 く に 住 む 。 日本 海 側 や 太 平 洋 側 の サ ー フ ァー に く らべ 、 種 子 島 の

サ ー フ ァー が 週 に サ ー フ ィ ン を す る 回 数 が 増 え 、 サ ー フ ィ ン ス ポ ッ

トの 近 くの 住 ん で い る割 合 が 高 く な る の は 当 然 で あ る。

そ して こ の 「移 住 」 が も う一 つ 、 種 子 島 の サ ー フ ァ ー と ほ か の 2

ヶ 所 の サ ー フ ァ ー との 間 に 違 い を 生 じ させ て い る。「質 問 19。 あ な
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た の 現 在 の 仕 事 形 態 を 教 え て 下 さい 」 とい う項 目 に 注 目す る と、 日

本 海 側 、太 平 洋 側 の サ ー フ ァ ー の 両 者 と も正 社 員 の 割 合 が 52.6%、
53e3%と 半 数 に 達 して い る の に 対 して 、 種 子 島 の サ ー フ ァ ー の

正 社 員 の 割 合 は 21。 7%に と ど ま り、 契 約 社 員 ・ パ ー ト・ ア ル バ

イ ト・ フ リー タ ー の 割 合 が 65。 2%と 6割 を超 え て い る。 これ は
種 子 島 とい う労 働 力 の 需 要 が 少 な い 地 理 的 に も経 済 的 に も不 利 な 離

島 に 移 住 した 種 子 島 の サ ー フ ァー の 特 性 の ひ とつ で あ る とい え る。

ま た 日本 海 側 や 太 平 洋 側 の サ ー フ ァー に 比 べ 、 サ ー フ ィ ン友 達 の

数 が 多 い の も種 子 島 の サ ー フ ァー の 特 質 と言 え 、 これ は 移 住 す る前

に 知 り合 っ た 友 達 と移 住 後 の 知 り合 っ た 友 達 の 両 方 が 合 わ さ る か ら

だ と考 え られ る。

移 住 す る前 に 関 係 す る 質 問 (サ ー フ ィ ン を 始 め た き っ か け や サ ー

フ ィ ン を は じ め た 時 期 )や 年 齢 、 学 歴 な どは 、 日本 海 側 、 太 平 洋 側
と あ ま り違 い は 見 られ な か つ た 。 これ は 「第 1章 の 種 子 島 の サ ー フ

ァ ー に つ い て 」 で 述 べ た よ うに 、 種 子 島 の 移 住 サ ー フ ァー の 多 く は

関 西 や 関 東 な どの 都 市 圏 か ら移 住 して き た も の が 多 い こ とが 要 因 で

あ る と考 え られ る。 つ ま り、 種 子 島 の サ ー フ ァー は 、 も と も と都 市

圏 か らサ ー フ ィ ン ス ポ ッ トに サ ー フ ィ ン を しに 行 く ビ ジ タ ー で あ つ

た た め 、 違 い が 見 られ な か つ た と考 え られ る。

今 回 の 調 査 は 日本 海 側 (鳥 居 浜 )、 太 平 洋 側 (磯 ノ浦 海 水 浴 場 )、

種 子 島 (鉄 浜 )の 3箇 所 で 調 査 を 行 っ た が 、 日本 海 側 と太 平 洋 側 の
サ ー フ ァー の 地 域 の 違 い は 見 られ な か つ た 。 これ は 今 回 調 査 の 対 象

に な つ た サ ー フ ァ ー が 日本 海 側 、 太 平 洋 側 の 両 者 と も ビ ジ タ ー サ ー

フ ァー が 多 か つ た こ とが 要 因 と考 え られ る。 これ に 対 して 種 子 島 の

サ ー フ ァ ー は ほ か の 2ヶ 所 の サ ー フ ァー と比 べ る と、 一 週 間 の うち

サ ー フ ィ ン に い く頻 度 や サ ー フ ィ ン ス ポ ッ トま で の 所 要 時 間 、 サ ー

フ ィ ン 友 達 の 数 、 現 在 の 仕 事 形 態 な ど、 明 らか な 違 い が 見 られ た 。

そ して こ の 違 い は 多 くの 場 合 、「移 住 」に よ つ て 引 き 起 こ され た も

の と考 え られ る。

しか し、 今 回 の 調 査 の 真 の 目的 は ビ ジ タ ー サ ー フ ア ー と ロー カ ル

サ ー フ ァー 、種 子 島 の 移 住 サ ー フ ァ ー を 比 較 、検 討 し、そ の 相 違 点 、

特 性 を 見 つ け る こ とで あ る。 そ の た め 次 節 で は 地 域 別 で は な く ビ ジ

タ ー サ ー フ ァ ー 、 ロー カ ル サ ー フ ァ ー 、 種 子 島 の 移 住 サ ー フ ァ ー の

二 つ の カ テ ゴ リー に 分 け た 調 査 結 果 を 比 較 、 検 討 して い き た い と思

う。 そ の 際 に 前 章 で も述 べ た が 、 今 回 の 調 査 で は ロー カ ル 、 ビ ジ タ

ー の 既 存 の 定 義 が な い た め 、サ ー フ ァ ー 自身 が ロー カ ル だ と思 うか 、

ビ ジ タ ー だ と思 うか を そ の 二 つ を 分 類 す る 定 義 とす る。 ま た 今 回 調

査 した す べ て の 種 子 島 の サ ー フ ァ ー が 「ロー カ ル だ と思 う」 と回 答

した と述 べ た が 、 次 節 で は 種 子 島 の サ ー フ ァー は 「ロ ー カ ル 」 で は

な く、「種 子 島 の 移 住 サ ー フ ァー 」の カ テ ゴ リー に 分 類 す る こ と に す
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る。

第 2節  カ テ ゴ リー 別
ま ず 、 ビ ジ タ ー サ ー フ ァ ー と ロー カ ル サ ー フ ァー を 比 較 して み

る。

「質 問 1、 サ ー フ ィ ン を 始 め た の は い つ で す か 。」で は 、 ビ ジ タ ー

サ ー フ ァー が 「社 会 に 出 て か ら」 が 8割 近 く に 達 す る の に 対 し、 ロ

ー カ ル サ ー フ ァ ー は 「高 校 生 」 が 半 数 近 く を 占 め て い る。 サ ー フ ィ

ン 始 め る 時 期 は ロ ー カ ル サ ー フ ァー は ビ ジ タ ー サ ー フ ァー に 比 べ 、

若 干 早 い とい え る。

質 問 2、 は 両 者 に 違 い は 見 られ な か つ た 。

「質 問 3、 サ ー フ ィ ン 友 達 は 何 人 い ま す か 。」で は 、両 者 と も 「 1

～ 5人 」が 半 数 近 く を 占 め 、「 21人 ～ 30人 」が 次 に 多 か っ た 。 ロ
ー カ ル サ ー フ ァ ー は そ の サ ー フ ィ ン ス ポ ッ トの 近 く に 住 み 、 ビ ジ タ

ー サ ー フ ァ ー に く らベ サ ー フ ィ ン を よ り多 く して い る た め 、 サ ー フ

ィ ン友 達 の 数 に 違 い が 見 られ る と思 わ れ た が 、 今 回 の 調 査 で は 意 外

に も ロー カ ル サ ー フ ァ ー と ビ ジ タ ー サ ー フ ァ ー との 間 に サ ー フ ィ ン

友 達 の 数 に は 違 い が 見 られ な か っ た 。

「質 問 5、 海 岸 の 清 掃 な どの サ ー フ ィ ン に 関 す る社 会 活 動 を して

い ま す か 。」 で は 、 ロー カ ル サ ー フ ァ ー の 半 数 近 くが 「週 1回 以 上 」

と回 答 して い る の に 対 し、 ビ ジ タ ー サ ー フ ァ ー は 13.3%に と ど

ま っ て い る。 こ の 結 果 は ロー カ ル サ ー フ ァ ー と ビ ジ タ ー サ ー フ ァー

の と の サ ー フ ィ ン に 行 く頻 度 の 違 い に よ る も の だ と考 え られ る。 も

うひ とつ の 要 因 と して は 「海 岸 の 清 掃 」 とい う表 現 が あ い ま い で あ

っ た こ とが 考 え られ る。 自分 の 出 した ゴ ミは き ち ん と持 ち 帰 る。 海

か ら出 て 車 に 帰 る 途 中 に 、 ビニ チ の 目に は い つ た ゴ ミ を 拾 う。 定 期

的 に 行 わ れ る ビー チ ク リー ン に 参 加 す る な ど、 人 に よ つ て 「海 岸 の

清 掃 」 の 捉 え 方 が ま ち ま ち で あ つ た 。 そ の た め 、 今 回 の 調 査 の こ の

質 問 で は ビ ジ タ ー サ ー フ ァー と ロー カ ル サ ー フ ァ ー との 相 違 点 を 見

出 す こ とは で き な い と考 え られ る。

「質 問 6、 春 か ら夏 に か け て 、 サ ー フ ィ ン は どの く らい 行 き ま す

か 。」 で は ロー カ ル サ ー フ ァ ー が 「ほ ぼ 毎 日」 が 半 数 以 上 、「週 3回

く らい 」「週 1回 く らい 」を合 わ せ る と全 体 の 8割 以 上 を 占 め る の に

対 し、 ビ ジ タ ー サ ー フ ァー は 「週 1回 く らい 」「月 1回 く らい 」で 半

数 を 占 め た 。 ま た 「そ の 他 」 の 回 答 が 多 か っ た の は 調 査 対 象 の サ ー

フ ァー の な か に 、 ま だ 始 め た ば か りの サ ー フ ァー が い た こ とが 原 因

で あ る。

質 問 7は 質 問 6と ほ ぼ 同 じ結 果 で あ つ た 。
「質 問 8、 こ の サ ー フ ィ ン ス ポ ッ トま で の 所 要 時 間 は どれ く らい

で す か 。」 で は 、 ロ ー カ ル サ ー フ ァー は 「 30分 以 内 」 が 半 数 以 上 、
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「 30分 ～ 1時 間 Jを 合 わ せ る と 8割 を 超 え た 。 ビ ジ タ ー サ ー フ ァ
ー は 「 1時 間 ～ 2時 間 」 が 60。 9%、 「 2時 間 ～ 3時 間 」 が 34.
8%で あ り、 予 想 どお りの 結 果 で あ っ た 。
質 問 11、 質 問 13、 質 問 14、 質 問 17で は 、 両 者 に 違 い は 見
られ な か っ た 。

「質 問 18、 あ な た が 一 番 最 後 に 出 た (中 退 を含 む )学 校 は ど こ
で す か 。学 生 の 人 は 、在 学 中 の 学 校 を 教 え て くだ さい 。」で は 、 ロー

カ ル サ ー フ ァ ー 、 ビ ジ タ ー サ ー フ ァ ー と も 「高 校 」 と回 答 した 人 が

42。 9%、 65.2%と 最 も 多 か っ た 。 しか し注 目す べ き 点 は 、

ビ ジ タ ー サ ー フ ァ ー が 「大 学 ・ 大 学 院 」 17.4%に と どま つ て い

る の に 対 して 、 ロー カ ル サ ー フ ァー は 「大 学 ◆大 学 院 」 42。 9%
と 「高 校 」 と同 じ割 合 ま で 達 して い る こ とで あ る。 今 回 の 調 査 で は

ロー カ ル サ ー フ ァー と ビ ジ タ ー サ ー フ ァー との 間 に は 「学 歴 」 の 違

い が 見 られ た 。

「質 問 19、 あ な た の 現 在 の 仕 事 形 態 を 教 え て くだ さい 。」 で は 、
ロー カ ル サ ー フ ァ ー 、 ビ ジ タ ー サ ー フ ァー と も正 社 員 が 半 数 程 度 で

あ つ た 。特 徴 と して は 、ロー カ ル サ ー フ ァ ー は 「自営 」が 28。 6%
と ビ ジ タ ー サ ー フ ァー よ り多 か っ た で あ る。

「質 問 20、 あ な た の お 仕 事 は 何 で す か 」 で は 、 ビ ジ タ ー サ ー フ

ァ ー が 建 設 業 :21。 1%、 サ ー ビ ス 業 :21。 7%、 工 業 :13%
と続 い て い る。 ロ ー カ ル サ ー フ ァ ー は 工 業 :28。 6%、 自営 業 :

28.6%、 公 務 員 :14.3%と 続 い て い る。

両 者 と も 「そ の 他 」 の 割 合 も 高 い た め 、 両 者 と も さ ま ざ ま な 職 種

の 人 が い る と考 え られ る が 、 特 徴 と して は ビ ジ タ ー サ ー フ ァ ー は 建

設 業 や 工 業 な ど、 比 較 的 「低 学 歴 」 で も仕 事 に就 け る職 種 が 多 く、

ロー カ ル サ ー フ ァ ー は 自営 業 や 公 務 員 な ど ビ ジ タ ー サ ー フ ァ ー に は

な い 職 種 が 並 ん で い る。

種 子 島 の 移 住 サ ー フ ァ ー を 見 て み る と、 前 節 で 地 域 別 に 比 較 した

も の と あ ま り違 い が 見 られ な か っ た 。 これ は 種 子 島 の 移 住 サ ー フ ァ

ー の 多 くが ロー カ ル サ ー フ ァー と ビ ジ タ ー サ ー フ ァ ー の 両 方 の 性 質

を 持 っ て い る こ とが 要 因 で あ る と考 え られ る。 前 節 で も述 べ た よ う

に 、 種 子 島 の 移 住 サ ー フ ァ ー は 移 住 す る 前 は 関 西 な ど の 都 市 圏 に 住

む ビ ジ タ ー サ ー フ ァー で あ る こ とが 多 い 。 こ の た め 学 歴 な どは ビ ジ

タ ー サ ー フ ァー に 近 い 。 ま た 種 子 島 に移 住 した 後 は そ の サ ー フ ィ ン

ス ポ ッ トの 「ロー カ ル サ ー フ ァ ー 」 に な る た め 、 サ ー フ ィ ン に 行 く

頻 度 や サ ー フ ィ ン ス ポ ッ トま で の 所 要 時 間 な ど は ロー カ ル サ ー フ ァ

ー に 近 く な る。

しか し、 種 子 島 の 移 住 サ ー フ ァ ー と ほ か の 二 者 の サ ー フ ァー との

間 に も相 違 点 は あ る。

現 在 の 仕 事 の 形 態 で あ る。 ほ か の 二 者 が 「正 社 員 」 が 半 数 く らい い
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る の に 対 し、 種 子 島 の 移 住 サ ー フ ァ ー は 「契 約 社 員 ・ パ ー ト・ ア ル

バ イ ト・ フ リー タ ー 」 が 6割 を 超 え て い る こ とで あ る。 これ は 種 子

島 とい う経 済 的 に も地 理 的 に も不 利 な 「離 島 」 とい う側 面 に よ る も

の だ と考 え られ る。

第 5章  結 論

今 回 の 調 査 で 日本 海 側 (鳥 居 浜 )、 太 平 洋 側 (磯 ノ浦 海 水 浴 場 )の
二 つ の 地 域 に お い て の サ ー フ ァー に は 違 い が 見 られ な か つ た 。 種 子

島 (鉄 浜 )の サ ー フ ァー に 関 して は 、 種 子 島 とい う 「離 島 」 で あ る
が ゆ え に ほ か の 二 者 と違 い が 見 られ た 3そ の 違 い と は 、 現 在 の 仕 事
の 形 態 な どで あ る。「離 島 」とい う経 済 的 に も地 理 的 に も不 利 な 環 境

が 種 子 島 の サ ー フ ァ ー の 仕 事 の 形 態 を 「正 社 員 」 よ り 「契 約 社 員 ・

パ ー ト・ ア ル バ イ ト 0フ リー タ ー 」 の 数 を 増 や した の だ 。

そ して 今 回 の 調 査 の 目的 で あ る ビ ジ タ ー サ ー フ ァー と ロー カ ル サ

ー フ ァ ー の 相 違 点 で あ る が 、 筆 者 は 第 1章 で 「 ビ ジ タ ー サ ー フ ァー

と ロー カ ル サ ー フ ァー との 相 違 点 は 学 歴 、 職 種 で あ る 」 とい う仮 説

立 て た 。 今 回 の 調 査 結 果 は あ る程 度 筆 者 の 仮 説 を 立 証 す る も の で あ

っ た 。

ま た 第 1章 で 触 れ た 「 ロー カ ル サ ー フ ァー と ビ ジ タ ー サ ー フ アー

の 定 義 」 に つ い て で あ る が 、 今 回 の 調 査 で は 、 ロー カ ル サ ー フ ァー

と ビ ジ タ ー サ ー フ ァ ー との 間 に 、 サ ー フ ィ ン 友 達 の 数 、 海 岸 の 清 掃

な どの 社 会 経 験 の 違 い は 見 られ な か つ た 。 しか しサ ー フ ィ ン ス ポ ッ

トま で の 所 要 時 間 、 サ ー フ ィ ン に 行 く頻 度 に は 違 い が 見 られ た 。 こ

の こ とか ら今 回 の 調 査 で は ロー カ ル サ ー フ ァー と ビ ジ タ ー サ ー フ ァ

ー と を 分 け る 要 因 は こ の 二 つ で あ る と考 え られ る。

種 子 島 の 移 住 サ ー フ ァ ー に つ い て は 、 ロー カ ル サ ー フ ァー と ビ ジ

タ ー サ ー フ ァー の 両 方 の 性 質 を 持 つ て い る こ とが わ か つ た 。 そ して

種 子 島 の 移 住 サ ー フ ァー の 大 き な 特 徴 は 、 種 子 島 の 経 済 的 に も地 理

的 に も不 利 な 「離 島 」 とい う側 面 が 引 き 起 こす も の で あ る とわ か つ

た 。

お わ りに 今 後 の 課 題

今 回 の 調 査 は ビ ジ タ ー サ ー フ ァ ー と ロー カ ル サ ー フ ァー 、 そ して

種 子 島 の 移 住 サ ー フ ァー を 比 較 、 検 討 し、 三 者 の 相 違 点 や 特 性 を 見

つ け 出 す こ とで あ つ た 。 しか し、 サ ー フ ィ ン に 関 す る 先 行 文 献 は 少

な く、 作 業 は 予 想 以 上 に 難 航 した 。 い ざ 、 ア ン ケ ー ト調 査 に 行 つ て

も 、 調 査 の 季 節 が 秋 か ら冬 に か け て だ つ た か らか 、 思 うよ うに サ ン
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プ ル が 揃 わ ず 大 変 苦 労 した 。 結 局 予 定 よ り も か な リサ ン プ ル 数 が 少

な い 調 査 に な っ て しま っ た 。

そ ん な こ と も あ つ て 、 今 回 の 調 査 が ビ ジ タ ー サ ー フ ァー 、 ロー カ

ル サ ー フ ァ ー 、 種 子 島 の 移 住 サ ー フ ァー の 特 性 や 相 違 点 を 完 壁 に 提

え た も の とは 思 つ て い な い 。 しか し今 回 サ ー フ ァ ー に 関 して 調 査 や

執 筆 を して み て 、 今 後 の 課 題 が 見 え て き た 気 が す る。 今 回 の 調 査 で

は 年 齢 や 職 業 、 サ ー フ ィ ン を す る頻 度 、 サ ー フ ィ ン 友 達 の 数 な ど を

設 問 した だ け で 、 サ ー フ ァー の 心 理 面 を 探 つ て は い な い 。 も しか し

た ら こ の 三 者 に は 「将 来 に 関 す る 考 え 方 」や 「社 会 に 対 す る 考 え 方 」

に 違 い が あ る か も しれ な い 。

ま た 今 回 調 査 の 際 に 多 く の サ ー フ ァ ー に 出 会 つ た 。 私 の 印 象 と し

て は 年 齢 が 40歳 以 上 の サ ー フ ァ ー の 人 々 は 大 学 卒 業 が 多 か っ た よ
⌒    うに感 じた 。 これ は 第 1章 で 述 べ た 日本 の サ ー フ ィ ン の 受 容 過 程 に

関 係 が あ る の で は な い か と感 じた 。

こ の よ うに 、 今 ま で あ ま り研 究 され て こ な か っ た サ ー フ ァー とい

う調 査 対 象 に は ま だ ま だ 新 しい 発 見 が 隠 され て い る よ うに感 じ る。

≪参 考 文 献 ≫

『 種 子 島 の サ ー フ ァー 移 住 :自 然 の発 見 と新 た な人 間 的 統 合 の創 出』

(内 藤  考 至  2004)
『 日本 にお け るサ ー フ ィ ン の受 容 過 程 』 (小 長 谷  悠 紀  2005)

≪巻 末 資 料 ≫

質 問 票

1.サ ー フ ィ ン を 始 め た の は い つ で す か 。
① 小 学 生  ② 中 学 生  ③ 高 校 生  ④ 大 学 生  ⑤ 社 会 に 出 て か ら

2.サ ー フ ィ ン を 始 め た き っ か け は 何 で す か 。
① 兄 弟 や 親 に 誘 わ れ て  ② 友 人  ③ サ ー ク ル  ④ サ ー フ ィ ン を 見 て  ⑤ そ
の 他

3.サ ー フ ァー 友 達 は 何 人 い ま す か 。
① l～ 5人  ② 6～ 10人  ③ ll～ 20人  ④ 21～ 30人  ⑤ 31～ 40人  ⑥ 41以
上  ⑦ い な い

4.サ ー フ ァー 友 達 との 関 係 は どの よ うな も の で す か 。 (該 当 す る も の 全 て
に ○ )

① 話 し相 手  ② サ ー フ ィ ン 以 外 の 遊 び を い つ し ょ に す る  ③ サ ー フ ィ ン 技
術 の 話

④ 悩 み 事 の 相 談  ⑤ 物 の や り と り ⑥ 金 銭 の 貸 し借 り ⑦ 仕 事 の 相 談
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5.海 岸 の 清 掃 な どの サ ー フ ィ ン に 関 す る社 会 活 動 を して い ま す か 。
① 週 1回 以 上  ② 月 2～ 3回 程 度  ③ 月 1回 程 度  ④ 年 5～ 9回 程 度
年 1～ 4回 程 度

⑥ 活 動 経 験 は な い

6.春 か ら夏 に か け て 、 サ ー フ ィ ン に は どの く らい 行 き ま す か 。
① ほ ぼ 毎 日 ② 週 3回 く ら い  ③ 週 1回 く らい  ④ 月 2回 く ら い  ⑤ 月
回 く らい

⑥ そ の 他

7。 秋 か ら冬 に か け て 、 サ ー フ ィ ン に は どの く らい 行 き ま す か 。

① ほ ぼ 毎 日 ② 週 3回 く ら い  ③ 週 1回 く らい  ④ 月 2回 く ら い  ⑤ 月 1

回 く らい

⑥ そ の 他

8。 自宅 か ら 、こ の サ ー フ ィ ン ス ポ ッ トま で の 所 要 時 間 は どれ く らい で す か 。

① 30分 以 内  ② 30分 か ら 1時 間  ③ l～ 2時 間  ④ 2～ 3時 間  ⑤ 3時 間 以
上

9。 こ の サ ー フ ィ ン ス ポ ッ トは ロー カ ル と ビ ジ タ ー

す か 。

① ロー カ ル  ② ビ ジ タ ー  ③ ど ち ら と も い え な い

ど ち ら が 多 い と 思 い ま

10。 こ の サ ー フ ィ ン ス ポ ッ トで 、あ な た は 自分 が ロー カ ル と ビ ジ タ ー の ど

ち らだ と思 い ま す か 。

① ロー カ ル だ と思 う ② ど ち ら か とい え ば ロ ー カ ル だ と思 う

③ ど ち らか とい え ば ビ ジ タ ー だ と思 う ④ ビ ジ タ ー だ と思 う

11。 こ の サ ー フ ィ ン ス ポ ッ トで 、ロ ー カ ル と ビ ジ タ ー と の 間 に 温 度 差 を 感

じ ま す か 。

① とて も感 じる ②少 し感 じる ③ あま り感 じない ④全 く感 じない

③ 30代  ④ 40代  ⑤ 50代 以 上

⑤

ｌ

①

よ け れ ば そ の 理 由 を お 答 え く だ さ い

10代  ② 20代
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14.性 別
① 男  ② 女

15.出 身 (都 道 府 県 名 )

① 一 人 暮 ら し  ② 夫 婦  ③ 親 と 同 居

(自 分 が 親 で 、 子 供 と 住 ん で い る )

④ 三 世 代 (親 ・夫 婦・子 )⑤ 核 家 族
⑥ そ の他

18.あ な た が 一 番 最 後 に 出 た (中 退 を含 む )学 校 は ど こ で す か 。学 生 の 人
は 、 在 学 中 の 学 校 を 教 え て くだ さ い 。

① 中 学  ② 高 校  ③ 専 門 学 校  ④ 短 大  ⑤ 大 学 ・ 大 学 院

19。 あ な た の現 在 の仕 事 形 態 を教 えて くだ さい。

① 正 社 員  ② 契 約 社 員・ パ ー ト・アル バ イ ト・ フ リー ター

⑤ 自営

③ 学 生  ④ 無職

20。 あ な た の お 仕 事 は何 で す か。

① 農 業  ② 漁 業  ③ 工 業  ④ 建 設 業
③ 団 体職 員

⑨ 自営 業  ⑩ 学 生  ① 無 職  ⑫ そ の他

(400字 詰 め 原 稿 用 紙  51枚 )

⑤ サ ー ビ ス 業 ⑥ 商 業  ⑦ 公 務 員
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